
NIPPON KAIJI KYOKAI (ClassNK)

NII-Electronic Library Service

N 工PPON 　KA 工J 工　KYOKA 工　（ClassNK ｝

日本海事 協会会誌　No255 ，2001 （H ） 78

28． 海洋汚染防止 の た め の 構造及 び設備規則検査要領 におけ る改正点の解説

　　　　　　　　　　　　 （油濁防止 緊急措置手 引書関連）

1． は じめに

　2000年 12月 27 日付 達 第 45 号 （日本籍船 舶用 ）及 び 同 日

付 Notice　No ，48（外 国籍船舶用 ）に よ り、海洋汚染防 Iltの た

め の 構造及 び 設備規則検査要 領の 油濁防 ［卜緊急措置手 引書

に係 わ る規定の
一

部が 改正 され た。以 下 に改正 された 規則

に つ い て 解説 す る 。

2． 改正 の 背景

　IMO 　Resolution　MEPC ．85（44）に よ り、有害液体汚染防止

緊急措置手引書 に 記す べ き 内 容 に 関す る 指針
i「Guidelines

for　the　Development 　of　Shipboard　Marine 　Pollution　Emer−

gency　Plans　for　Oil　and ／or 　NoXious　Liquid　Substancesirが

新 た に 作 成 さ れ た 。 こ れ に 併 せ て IMO 　 Resolution

MEPC ．86（44）に よ り、従 来 の 油濁 防 止 緊 急 措 置 手 引書 に 記

す べ き 内容 に 関す る指 針
”Guidelines　for　the　Development

of　Shipboard　Oil　Polluti（）n　Emergency 　Plansliに 対 す る改 正

が行 われ 、油 の 流 出 を生 じる海 難 損 傷 の 事 例 が 追加 され たn

　今 回 、同 改正 要 件 を 取 り入れ 、海 洋 汚 染防止 の た め の 構

造 及 び 設 備規 則検査 要 領の
一

部 を改 正 した 。

3． 改正 の内容

　IMO　Resolution　MEPC ．85（44）　 ‘IGuidelines
　 for　 the

Development 　of　Ship1〕oard 　Oil　Pollution　Emergency　Plans「1

を 参考 に 、検 査 要 領 5 編 油 濁 防止 緊急措置 手 引書 2，2，2

−3．（3）（b）に掲げる 油 の 流 出 を生 じる海難損傷の 事例とし て、

次 の （vi）か ら（ix）を 追加 した。な お、　 IMO 　Guidelineに よれ

ば、−3．（3）に 掲 げ る 事 態 は 手 引書 の 作成 に あ た っ て 考 慮 す

べ き事 例 で あ り、そ の 全 て を記載 しな け れ ば な らな い もの

で は な い こ とか ら、−3，（3）の 主 文 を 同 様 の 主 旨 とな る よ う

改 め た．t

vi）　　 貨物 格納 設 備 の 損傷 に よ る 漏 洩

viD　　　没 水 に よ る漏洩

viii）　 難 破 に よ る漏洩

ix）　　 危 険 性 を有 す る蒸 気 の 発 生

29． 居住衛生設備規則検査要 領における改正 点の解説 （昇降設備関連）

1． は じめに

　2000 年 10 月 10 付達第 30 号 に よ り、居 住衛生 設 備規

則検査 要領 の 昇降設 備 に 係 わ る 規定 の 一
部が 改正 され た 。

以 ドに 改正 され た規則 に つ い て 解説す る。

2． 改正 の背景

　 現在 の 主 流 と な っ て い る 釣 り合い 錘 式 エ レ ベ ー
タ
ー

に 関

し て 具体的な技術基準を定 め る べ く、ISO8383−1985（E）、

建築基準法及 び 同法施 工 令並 び に JISの 関連規定を参考 に

居 住 衛 生 設 備 規 則 検 査 要 領 の
一

部 改 正 した 。

3． 改正 の 内容

3．1　 居住衛生設備規則検査要領

1編　総則

　 1．1　一
般

　 1．1．1 適用

　　　　昇降 機 に 使 用 す る 電 動 機 及 び 当該 電 動 機 用 制 御 器

　　　に 対 し内 容は 鋼船規則 H 編 1．2．1−1（4）及び （5）に 従っ

　　　て 試 験 を行 うよ う規定 し た。

3 編　居住衛生 設備

　4．1　一
般

　4．1．1　適用

　 　 　 　エ レ ベ ー
タ
ーの 設 計 等 の 具 体 的 要件 に つ い て は 附

　　　属 書 4．1．1 「釣 り 合い 錘 を 用 い る 方 式 の エ レ ベ ータ

　 　 　
ー

に 関す る 検 査 要 領 」 に 記 し た tt

　4．L3 　材
．
料

・
構造及 び 性能

　　　　主索 に用 い る ワ イ ヤ
ー

ロ
ープ は 鋼船規則 L 編 又 は

　　　本 会 が 適 当 と認 め る規 格 に 適合す る もの と し た。

　　　　L 編 に 規 定 さ れ て い る ワ イ ヤ
ーn 一プ は 素線 の 引

　　　張 強度が 1500N ／mm2 級 の も の を基準 に定 め て お り、

　 　 　 こ れ と大 きな 相 違 の な い もの と し て JIS　G 　3525 の E

　　　種 （1320N／Mm2 級 ）、A 種 （ユ620N／mm2 級）、　 G 種

　　　（1470N／mm2 級 ）の ワ イ ヤ
ー

ロ
ープ が あ る。
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3．2 　附属書 4．1．1　 釣 り合 い 錘 を用 い る 方 式 の エ レベ

　　
ー

ターに関する検査要領

　1．1 材料 ・構 造 及 び 性能

　 1．1．1 昇降路

　　（1） ISO　8383（以 下、　 ISO と い う）5．1 及 び 建 築 基準 法

　　　施工 令 似 下 、令 とい う）第 129条 6 第 1号 を参 考 に、

　　　昇 降 路 外 の 人乂 は 物が 昇降路 内 を移動す るか ご又 は

　　　釣 り合 い 錘 に 舳 れ る こ との な い よ う、昇降路 を他 の

　　　空 間 と完全 に 仕切 る 二 とを規 定 し た。

　　（2） ISO　5．2 及 び 令第 129 条 6 第 5 号 を参考 に、か ご

　　　が 何らか の 原 因 で 最 H“uk以 H に Eっ た場 合、か ごの

　 　 　 上 に い る人 員 が 昇 降 路 の 頂 部 に衝 突 しな い だ け の 十

　　　分 な 隙間 を確 保 す る よ う規 定 した c

　　（3） ISO　5．2及 び 令第 129 条 6 第 5 号 を参 考 に 、緩衝

　　　器 を備 え る だ けの ピ ッ ト深 さ を確保す る よ う規 定 し

　　　た。な お、か ごが 最下階以 ドに ドが っ た 場合 で も釣

　　　 り合い 錘 が 昇降路頂 部 に 衝 突 し な い よ う十 分 な 間 隔

　　　 を確保す る 必 要 が あ る。

　　（4） ISO　5，3 を 参 考に、エ レ ベ ーターの 運 行 に 支 障 を

　 　 　 来 す 恐 れ の な い よ う、運 行 に必 要 の な い 管 及 び ケー

　　　ブ ル を設 置 しな い よ う規 定 した。

　　（5） ISO　5．6 を参 考 に、緊急 時 に 昇．降路外へ脱出で き

　　　 る よ う頂 部 に非 常 凵 を設 け る よ う規 定 し た n 非常 口

　　　 に扉が あ る とJl手 で 梯子 に 捕 ま り片手 で 扉を開くと

　　　い う操作が 必 要 となる た め、こ の 扉を設ける 必 要 は

　　　 ない が 、非常 1「外 の 部犀 （機械室 等）の II亅亅入 口 に は外

　　　部か ら侵人 す る際 に鍵 を必 要 とす る 尸 を備 え る 必 要

　　　が あ る．

　　（6） ISO　5．7 を 参 考に 、昇 降路 の 全長 に わ た り緊急 II寺

　　　 に 非常 ロ へ接近 す る た め の 固 定梯子 を設 け る よ う規

　　　定 した。

　　（7） ISO　5．8 を 参 考に、昇降路 を独 立 の 換 気装置に よ

　　　り換気す る よ う規定 した e た だ し、昇降路 を 換 気 ダ

　　　 ク トの
一

部 と して は な らな い 。

　　（8） ISO　5．9 及 び 令第 129 条 6第 6号 を参 考に、主 索、

　　　ケ
ーブル 等 が船 舶 の 動 揺 に よ り昇降路 内 の 突起 物 に

　 　 　 引 っ か か り、エ レ ベ ーターの 運行 に 支 障 を 来 す こ と

　　　 の な い よ う規 定 した。や む を得ず 突 起 物を設 け る場

　　　合 は、保 護 線等 の 適 当な 措置 を講ず る必 要が あ る。

　　（9） ISO　5．10 を参 考 に 、昇降 路 に 雨 水 又 は 海 水 が 侵入

　　　す る こ と の な い よ う規定 した。

　 1．1，2　出入 口 の 戸

　　（1） ISO　6．1 を 参 考 に 、昇降路外 の 人 又 は 物 の 転落に

　　　対す る 安全 性 を 考慮 し船舶 の 動揺 に よ る不 慮 の 開閉

　　　 を妨 げ る装置 を備 え る よ う規定 した。

　　（2） ISO　6．4 を 参 考に 、昇降路 出人 冂 の 寸 法 を 規 定 し

　　　 た。（c）の 幅 の 規定に お い て 、旅客用 に関 して は ISO

　　　 の 規定 を取 り入れ 800mm 以 上 とし、乗員用は 現 状
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　　の 出入 口 幅が 約 600mm で あ る こ とに 鑑 み 600mm

　　以 上 と した。

　（3） ISO　6．5 を 参考に、か ご 内に人 が閉 じ こ め られ た

　　 とき の 救 出の た め に全 て の 出人 口 の 戸 に 非常解 錠 装

　　署を備 え る よ う規定 した。

1．1．3　か ご及 び 釣 り合 い 錘

　（1）ISO　7．1 を参考に、か ご 内の 人 又 は物 の 外部との

　　接触 に 対す る 安全 性を考慮 し船舶 の 動揺に よ る不 慮

　　の 開 閉 を妨 げる装置 を備 え る よ う規定 し た。戸 の 人

　　き さ に 関 して は 出入 口 の 丿
「と同程 度の 大 き さで あ る

　 　 こ とが望 ま しい 。

　（2） ISO　7．2 を 参 考 に、（3）（ISO　 7．3 参 考）と共 に船 舶

　　の 動 揺 に対す る か ご内 の 人又 は 物の 安全性 を 考慮 し、

　　か ご 内 に 手 す り及 び 滑 り 止 め の 床 を 設け る よ う規定

　 　 し た。

　（4）ISO　7．4 を参考 に、緊急時 に か ご 内の 人 を 脱出 又

　 　 は救 出す る た め に か ご の 出 入 Plの 戸 以 外 に、か ご 天

　　井部 に脱 出 ［ を設 け る よ う規 定 した。こ の 脱 出 口 に

　　はふ た を設 け るが、ふ た に 関す る規 定 は 1．3−1．（1）に

　　 よる．

　（5） ISO　 7．5 を参考 に、か ご が 何 らか の 原因で 最上 階

　　以 上 に 上 っ た 場合で も安全 に ガイ ドされ る よ う、レ

　　
ー

ル の 長 さは 全昇降工 程以 上 と規定 した 。

　（6） ISO　 7．5及 び 令第 129 条 4 第 4 号 を参考 に、ガ イ

　　 ドレ
ー

ル の 剛性 を確保す るた め 材料 を鋼に す る よ う

　　規 定 した、か ご及 び 釣 り合 い 錘 が 船 舶の 動 揺 に よ り

　　水 平方 向に 運 動 した 場合、ガ イ ドシ ュ
ーを介 して レ

　　
ー一

ル に水 平 方向 の 力 が か か り レ
ー

ル 及 び そ の 取 り付

　　け物 （レ ール ブ ラ ケ ッ ト等 ）に た わ み が 生 じ るが、こ

　 　 の た わ み 量 が 大 き い とガ イ ドシ ュ
ーが レ ー

ル か ら外

　 　 れ る恐 れ が あ るた め、レ ール 等 の 応 力 及 び た わ み 、

　　ガ イ ドシ ュ
ーの か か り代等 を 考慮す る必 要が あ る。

　（7） （8）と共 に ISO　7，7、7．8 を 参 考に 釣 り合い 錘 の 構

　　造及 び材 料 に っ い て 規定 した、構 造 に 関 して は 落下

　　の 際衝撃で 破壊す る こ との な い よ う鋼 又 は 同等強度

　　を持 つ 材料 を使用 し ト分な 強度 を確保す る よ う規定

　　 し た。錘 ブ ロ ッ ク に つ い て は 、脱 落防止 策 を施 し枠

　　か ら脱落 し ない よ う規定 した。コ ン ク リート製 の 錘

　　ブ ロ ッ ク は 、比 重が 軽い こ と及び 衝撃 に よ り破 壊 し

　　や すい た め使 用 を禁止 し た。

　（9）ISO7．9 及び 令第 129 条 9 を参考 に、非常時 に備

　　え て エ レ ベ ー
タ
ー

に 安全 装置 を設 ける よ う規定 した 。

　　懸 垂 装畳 の 故 障の 場 合、調 速機 に よ り竃 動 機 へ の 入

　　力を 切 る方法や巻上機 に ブ レ ー
キ 装置 を備える方法

　　が 考えられ、卩
一プ 切 断時 に はか ご に非常停止 装暦

　　 を設 け る方法 が 考 え られ る。なお 、こ れ ら と は別 に

　　か ごが 昇 降路底 部 へ 衝 突 した 場 合及 び 最上 階 を行 き

　　過 ぎ突き．．ヒげ状 態に な っ た 場 合 に備 えて 、か ご及 び
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　 　 釣 り合 い 錘 の 両方 に対 して 緩 衝 器 を設 け る 必要 が あ

　　 る。

1，2　安 全装置等

　一1，及 び 一2．は ISO　 10，5 及 び 10．6 並 び に 令第 129 条 9 第

1 号を参考に、脱出時に か ごが 昇降 し た場合危険で あ る

の で、脱 出 凵 が 開の 状態で は イ ン タ
ー

ロ ッ ク に よ りか ご

が 停 止 状態 に な る よ う規 定 した。ま た、運 転 を再 開す る

場 合 、リセ ッ トス イ ッ チ を か ご天 井 外 側 に設 け、手 動 に

よ り リセ ッ トし た 場 合 の み イ ン ター
卩 ッ ク が解 除 可能 と

なる よ う規定 し た，

1，3　脱出設備等

　一1．に お い て か ご 内の 人 の 脱 出 又 は 救 出 の 際 の 設 備 を 規

定 した．

　（1） ISO　10．3 及 び 10．4 を参 考 に、1．1．3（4）に お い て 脱

　 　 出 口 に 要 求 され るふ た が 船 舶 の 動 揺 に よ り開 く こ と

　　の な い よ う、外 側 及び 内側か ら解除で き る ラ ッ チ ロ

　　 ッ ク 等 の ロ ッ ク 機 構 を備 え る よ う規 定 し た。こ の ロ

　 　 ッ ク機 構 は 船舶 の 動 揺 及 び 振 動 等 に よ り外 れ る こ と

　　の な い よ うに しな けれ ば な らな い 。こ の ロ ッ ク機構

　　に 錠 を設 け る必 要は な い が、か ご 内の 人が 不 用 意 に

　　か ご外部へ出 る こ との な い よ う注意銘板 を取 り付 け

　　 る必 要が ある。

　（2） ISO　10．2 及 び 10．6 を参考 に、（3）と共 に か ごか ら

　　の 脱 出設 備 に 関 して 規 定 を設 け た 。 旅 客用 エ レ ベ ー

　　ターに お い て は 、乗 組 員 に よ る 救 助 を 前提 と し

　　1．1．3（4）に 規 定 す る 脱 出 1「か ら梯 子 を入 れ る よ う規

　　定 した。こ の と きに 使用す る 梯子 は 乗組員が 容易に

　　接近で き管理 し易い よ う機械室、V ッ カー室 等 に 保

　　管す る よ う規定 した 。乗 組 員 用 エ レ ベ ー
タ
ー

に お い

　　て は、自身の 脱出 を前提 と しか ご 内に固 定梯子 又 は

　　同 等物を設 け る よ う規定 した．

　−2，にお い て 電 源 遮 断 時 で も救 出 時 等 に か ご が 移 動 可 能

な よ うに、400N 以 下 の 力 で 手 勤で 移動す る設備 を設 け

る よ う規定 し た。

30． 揚貨設備規則におけ る改正 点の解説 （定期的検査 関連）

1． は じめに

　2000 年 10 月 1 日付規則 第 23 号 （外 国籍 船舶 ） に よ り

揚 貨設 備 規 則 の
一

部 改 正 が 行 わ れ 、定 期 的 検 査 の 時 期 に 関

す る 規 定 が 改 正 され た。本 改正 は、2000 年 9 月 20 ロイ・1に

て施 行 され て い る。以 下、改 正 され た 規 定 につ い て解説 す

る。

2． 改正 の 背景

外 国 籍 船 舶 に 対 す る揚 貨 設 備 の 定 期 的 検 査 の 延 期 起 算 日

を 明確 にす る。

3． 改正 の 内容

3．1　揚貨設備規則 2．2．2（7＞

　 揚 貨設 備 の 定期 的検 査 は、本 会 の 承 認 を得 れ ば、揚 貨 設

備 規 則 2．2．2 （2）〜（5）に規 定 され る検 査 指 定期 日か ら、定期

検 査 及 び 荷 重 試 験 の 場 合 は、12 箇 月 、年 次 検 査 及 び 年 次

詳 細 検査 の 場 合 は 3箇 月 を超 え な い 範囲で 延 期す る こ とが

で き る。

31．　 「国際航海に従事 しない船舶又 は総 トン数 500 トン未満の船舶の安全管理 システム 規則 」

　　　制定の解説

1． は じめに

　2000 年 7 月 27 冖付 規貝1」第 17 号及 び 達 第 25 号に よ り

「国際航海 に 従事 し ない 船舶 又は 総 トン 数 500 トン 未満

の 船舶 の 安全 管理 シ ス テ ム 規則 」 （日本籍船舶用）及 び 「同

実施 要 領 」　 （日 本籍船舶用 ）が 制定 され た。以 下、制定 さ

れた規則及 び 実施要領 に つ い て 解説す る。

2． 制 定の 背 景

現行 の 「船舶安全管理 シ ス テ ム 規則i　 （日本籍船舶用）

は、 soms 第 IX章に お い て ISM コ
ードの 適用が 要求 さ

れ る 「総 トン 数 500 トン 以 ヒの 国際航海 に 従事す る 船舶及

び 当該 船舶 の 運 航等 に 責任 を 有す る 船舶管理 会社」 の 安全

管理 シ ス テ ム を対象 と し て い る。

　近年、一
部荷 主 よ り、SOLAS が 適用 され な い 内航船 に

対 し て も、用 船の 条件 と して ISM コ
ー

ド相当の 安全 管理

シ ス テ ム を要求す る動きが あ る c 今般、NK と して もこ の

動きに 対応すべ く、本会船級船 に 限 り、条約適用船以 外の

船舶 （国際航海 に 従 事 し ない 船舶又 は 総 トン 数 500 トン 未

満の 船舶）及 び 当該船舶 の 管理 会社に つ い て も、ISM コ
ー
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